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シリーズ20
小山地区は、 人口20,659人・世帯数10,31３世帯、高齢者率は約23％とやや高く（令和３年１月１日現在）
９自治会、向陽小学校、小山中学校を有する比較的小さな地域で、ＪＲ相模原駅北側の広大な「在日米軍相模総
合補給廠」を囲むように位置しています。この度、日米共同使用区域内に「相模原スポーツ・レクリエーションパーク」
（令和６年完成予定）が着工、昨年11月には公園の一部の遊具・芝生広場が開園し、連日親子連れ等で大変賑わっ
ています。これからの返還予定地と合わせ、小山地区の環境は大きく変貌して行きます。

コロナ禍でもみんなで負けない！ 心と体の健康のため「今、何が出来るか」を考え取り組んでいきます。
小山地区健康づくり普及員

地域での活動を支える専門部

健康づくり普及員研修会

ウォーキングマップ

～ な が ら 運 動 ～

動作をすべてゆっくりスロトレでキンコンカン

健康な毎日を過ごすためには、日々の生活の中での運動習慣が大切です。
昨年までは、「スロトレ（スロートレーニング）でキンコンカン（筋肉・骨・関節）体操」と共に「ウォー

キングマップ」を作成し、歩く姿勢と歩幅を通して習慣化に繋げる工夫を凝らした活動をしてきました。
今年は、コロナ禍でも家庭で無理なくできる「～ながら運動～」を、できるものから始めてみませんか？と、
リーフレットを作成しました。
これらの作成したリーフレットやマップは、健康づくり普及員に向けた研修会を通して地区の健康事業
で活用されます。

事業のお知らせは、地域情報紙やホームページに掲載しています。

相模原市健康づくり普及員連絡会

http://www.sagami-portal.com/hp/dnt10039/

２０２１年３月１日（年１回発行）

健康づくり普及員は、相模原市の
「健活」事業に協力しています。

運動習慣支援部

小山地区

子育て支援事業（わくわくベビー）

高齢者体操教室（元気倶楽部） 健康ウォーキング（多摩よこやまの道）

健康教室（骨盤エクササイズ） 受動喫煙防止教室（向陽小6学年）

することで、運動機能を更にアップできるスロトレです。
部員がポイントを説明し、正しいポーズをレクチャー！

効果的なウォー
キングの要点と
して、正しい姿
勢、自分の歩幅
を知る、歩数を
時間で覚える
（例：1000歩は
約10分）などを、
実習しました。

地区のウォーキング事業の参考資料として、5コース
（木もれびの森・長池公園・忠生公園・津久井-城山公
園・与瀬神社＆相模湖）のマップを作成しました。

リーフレット「ながら運動」一部紹介
詳しくはホームページに掲載されています。
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市内の小学校に出向き実施した「受動喫煙防止教室」

教材やリーフレットは、健康づくり普及員が独自に作成

健康づくり普及員は「受動喫煙防止教室」に

受動喫煙防止教室を実施した学校数（年次推移）

受動喫煙という言葉を知っていましたか？ 授業を受けて受動喫煙の害を理解できましたか？

（令和元年度 相模原市立小学校22校、2,013人のアンケート集計より）

たばこの規制に関する取決め

緑区の相原小学校からスタートした「受動喫煙防止教室」は、８年間で相模原市内の小学校72校中32校で実施され、授業数は延
べ119回となりました。子どもたちに受動喫煙による健康被害を伝えるこの出前教室は、平成28年3月に、（一財）日本公衆衛生協会

相模原市健康づくり普及員連絡会は、神奈川県が他県に先立ち平成
22年に施行した「受動喫煙防止条例」に基づき、同年よりたばこ対
策に取り組んでいます。特に、平成24年からは、市内の小学６年生
をを対象とした「受動喫煙防止教室」を開催し、子どもたちにたばこ
の害を伝える活動を続けています。

取り組んでいます！

第25条において受動喫煙の防止が定められています。
受動喫煙による健康への悪影響を防ぐため学校等の公共施設等で受
動喫煙を防止するための必要な措置をとるよう努力義務を課している。

市内全域で路上喫煙しないよう努めていただくとともに、市内各鉄道
駅周辺などの指定する地区において路上喫煙を禁止。
違反者に対し、2,000円の過料が適用される。 

この条約はたばこによる健康、環境、経済等に及ぼす破壊的な影響か
ら現在および将来の世代を保護することを目的としています。
・毎年5月31日は「世界禁煙デー」
・毎月22日は「禁煙の日」

改正の基本的な考え方
１ 「望まない受動喫煙」をなくす
２ 受動喫煙による健康影響が大きい子ども、患者等に特に配慮
３ 施設の類型・場所ごとに対策を実施

公共的施設において、受動喫煙を防止するためのルールを定めた。条例
では、罰則として喫煙禁止区域での喫煙には2万円以下の過料を処する。

法の規制と一部重複する部分について、条例の一部改正を行った。

より「第48回衛生教育奨励賞」を受賞し、私たち健康
づくり普及員の活動の励みとなっています。
令和元年度には市内の小学校22校2,013名の生徒

に「たばこの害」を伝えてきましたが、令和２年度は新
型コロナウイルスの感染予防のため、特に依頼のあっ
た小学校以外の開催を見送りました。
次年度からは、新型コロナウイルスが収束した安全

な環境でこの教室がより多くの小学校で実施できる
ことを願っています。
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パワーポイント紙芝居「けんとくんとニコチン大魔王」

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 R元年度

たばこの害を理解しやすいように工夫された教材は、健康づくり普及員が独自に作成したもので、パワーポイント紙芝居「けんと
くんとニコチン大魔王」「おさらい編」や「たばこクイズ」、リーフレット「たばこの煙は体に悪いよ」等があります。
令和2年1月から「けんと君とニコチン大魔王」等は、神奈川県のホームページで「小学生向けプログラム及び教材」として掲載されて
います。リーフレット「たばこの煙は体に悪いよ」は、相模原市健康づくり普及員連絡会ホームページに掲載しています。

① ニコチン・タール・一酸化炭素など、たばこは有害な物が含まれていることを知った。
② たばこの害はこわい、吸っている人よりも､その煙を吸わされた人の方が、害が多いことにおどろいた。
③ けんと君のように、父と母にしっかりたばこの害について話し、今後の健康について話し合おうと思った。
④ たばこの害を知って、大人になっても絶対に吸わないと決めた！
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神奈川県公共的施設における
受動喫煙防止条例

相模原市路上喫煙の防止に
関する条例

改正健康増進法

神奈川県公共的施設における
受動喫煙防止条例　一部改正

平成１5年5月1日
施　行

平成17年2月27日
発　効

平成22年4月1日
施　行

平成24年10月1日
施　行

令和2年4月1日
全面施行

令和2年4月1日
施　行

たばこの規制に関する世界保健機
関枠組条約 FCTC(世界保健機関）
日本2004年3月9日締結

生徒たちの理解が深まりました

生徒たちの感想 （緑区：大島小学校６年生）

受動喫煙防止教室の様子
「けんと君とニコチン大魔王」を視聴
中央区：星が丘小学校（令和２年12月）

「たばこの害」のおさらい
南区：鶴の台小学校（令和元年11月）

「たばこの3つの煙」の説明
中央区：上溝南小学校（令和２年12月）

たばこの誘いを断る練習
緑区：二本松小学校（平成28年1月）
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リーフレット「たばこの煙は体に悪いよ」


